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 当科で手術を施行した原発性乳癌 174 例を対象として GSTP1 のメチル化およびタンパク発現を解析し、臨床病理
学的因子および予後との相関を検討した。メチル化は Methylation specific PCR assay（MSP 法）で判定し、タンパ
ク発現は免疫組織学的に判定した。その結果、24 例（14％）に GSTP1 のメチル化を認め、メチル化を有する乳癌は、
有意に腫瘍径が大きく（p＜0.01）、リンパ節転移が多かった（p＜0.05）。また、GSTP1 がメチル化された腫瘍では
有意に GSTP1 タンパクの発現が抑制されていた（p＜0.01）。メチル化を有する乳癌の予後はメチル化のない乳癌に
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⑵GSTP1 とタキサン感受性 
 術前化学療法としてタキサン系薬剤（ドセタキセルあるいはパクリタキセル）の投与を受けた原発性乳癌 62 例を
対象として、GSTP1 のタンパクの発現およびメチル化とタキサン系薬剤の効果との相関を検討した。GSTP1 のタン
パク発現およびメチル化の解析には、タキサン投与前に針生検で採取した腫瘍組織を用いた。その結果は、GSTP1









が示唆された。GSTP1 のメチル化がタキサンの効果とは相関しなかったことより、タキサン耐性には GSTP1 ととも
にメチル化されている未知の遺伝子ではなく GSTP1 タンパクそのものが直接関与しているものと思われる。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 








 GSTP1 のメチル化が乳癌の新しい予後不良因子となり得る可能性、並びに、GSTP1 タンパクの発現がタキサン耐
性の指標となり得る可能性を示唆した本研究は、今後の発展が期待され学位の授与に値すると考えられる。 
